












Piero Sra®a and Antonio Gramsci
松　本　有　一 　
Piero Sra®a was introduced to Antonio Gramsci by Umberto Cosmo
in 1919. Gramsci was one of the leaders of the Italian Communist
Party. He was arrested by the fascist police in November 1926 and
imprisoned for approximately ten years. Sra®a had supported Gramsci
¯nancially and mentally. This paper studies the relationship between
them, especially their exchange of opinions on political and economic
problems.
Yuichi Matsumoto
　　 JEL：B14, B24, B31
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スラッファは 1921年 4月から 1922年 6月まで（途中一時帰国はあるが）




7月 24日号）、「労働組合幹部」（1921年 8月 4日号）の 3本の記事を送って
3) グラムシは義姉タチャーナへの手紙（1931 年 2 月 23 日付）のなかで、スラッファをグラムシ
に紹介したのはコズモであると記している。カプリオッリョほか編（1982）第 2 分冊、172 頁。
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4) 姉妹の両親のシュフト夫妻は、ロシアで反ツァー派として 1884 年にヴォルガ河畔のサマラに

























3・4号（1924年 4月 1‐ 15日）に掲載した。『オルディネ・ヌオーヴォ』の



































5) IWW は世界産業別労働者組合（Industrial Workers of the World）で、1905 年に結成さ
れたアメリカで最初の産業別労働組合の連合体である。アナルコ・サンジカリストの指導部によ
り戦闘的なストライキ闘争などを行った。

























月 7日に着いた。そしてミラノに移送される 1927年 1月 20日までそこにい
た。ウスティカのグラムシは、家族などに状況を知らせたが、1926年 12月 11
日付でスラッファにも手紙を送り、次のように依頼した。
¢ ¢ ¢ きみにお願いしたいのですが、なにか本を送ってくれませんか。学習
用の経済と金融のすぐれた概説書がほしいのです。きみがよいと思う、基
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¢ ¢ ¢ 16 日付のきみの手紙、受けとりました。ところが、きみから連絡の
あった本の方はまだ届いていません。きみの申し出には心から感謝しま
す。すでにスパーリング書店に手紙を書いて、かなりの量の注文をしまし
た。¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ウスティカの政治流刑囚は 30人で、私たちはすでにいくつか
の流刑囚グループのために一連の初歩的な一般教養の講座を始めました。












7) 書店からの発送本リスト（スパーリング＝クプファー書店、1926 年 12 月 17 日から 1927 年


































経済学論究第 72 巻第 3 号
のが、『マンチェスター・ガーディアン』紙 1927年 10月 24日号に掲載され
た投稿の「ファシズムの方法　アントニオ・グラムシの場合 The Methods of























リアの Rinascita のスラッファ生誕 80 年記念特集（1978 年）に掲載され、その英訳が New
Left Review, No.112（Nov. - Dec., 1978）に、英訳からの邦訳が『経済学批判』8 号（社














































































































L. Fausti, Intelletti in dialogo, Antonio Gramsci e Piero Sra®a（Piccola
Editrice, 1998）で、母親あての手紙も同書に収録されていると考えられるが、
筆者は同書を参照することはできなかった。また、タスカとスラッファによる


















































を受けたのち、ローマに移送され、1928年 6月 4日、特別裁判所で懲役 20年




































た。¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ スラッファは家族の写真もたくさん持って帰ったが、ターニヤは
それを 10月 13日の手紙に同封してグラムシに送った」（同上、86頁）。「ス
ラッファがモスクワからの帰路パリに立ち寄って、そこでトリアッティに会っ
た ¢ ¢ ¢」（同上、92頁）。
獄中のグラムシの健康状態と精神状態




10) スラッファの手帳の画像は現在インターネット上で公開されているが、1930 年 7 月から 9 月
の分で、7 月 13 日から 29 日までの見開きで 5 画面分がない。手帳から次のことがわかる。8
月 2 日にミラノを発って、ウィーンを経由して、6 日にワルシャワを出て、8 日にはプラハにい
た。プラハに立ち寄ったということは、モスクワへ行くには回り道ということになる。モスクワ
着の日付は不明だが 13 日にはシュフト家の人々と会っていたようで、9 月 24 日にモスクワを
発っている。したがって、ソヴィエト・ロシアに滞在したのは 1 か月半ということになる。ま
た、9 月 28 日から 10 月 4 日までの一週間分（見開きで 2 画面）の手帳の画像がないが、10
月 5 日の欄には「Milano（ミラノ）」と記入されている。
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経済学論究第 72 巻第 3 号
は 1925年の秋で、1926年 8月までイタリアにいたが、出産のためモスクワに
帰り、次男のジュリアーノが生まれた。グラムシは 1926年 11月 8日に逮捕
され、それ以降は妻子と会うことはできなかった。





















































¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ここで一連の考察を述べてみようと思いますが、もしこの写しを
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るのに、リカードが寄与した、と言うことができるか？ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢
¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ リカードによって練り上げられた方法論的形態におけるイギリス
古典経済学が、新しい理論のその後の発展にどのようにまたどの程度に貢
献したかを知ることが問題なのです。¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ピエーロは、リカードの著作
の校訂版のための仕事のなかで、この問題についての貴重な資料を集める
ことができるでしょう。¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢
（カプリオッリョほか編 1982、第 3分冊、165‐ 167頁）






































































































13) 竹村（1975）275-276、286 頁。竹村の出典は、Paolo Spriano, Storia del Partito cominista
italiano, Vol. 3 所収の資料とスプリアーノの記述。
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correspondence between PS, Antonio Gramsci, Tatiana Gramsci, Leonetti,
Tania and Carlo Gramsci; some used in editions of Gramsci's letters with
correspondence and reviews relating to such editions (216 docs) [Originals








Caprioglio e Elsa Fubini編の Antonio Gramsci, Lettere dal Carcere,（Giulio
Einaudi editore, 1965）であるが、邦訳には底本刊行以降に発見された手紙も
収められている。本訳書に収録されているグラムシの手紙のうちスラッファ
宛は 4通で日付は、1926年 12月 11日、12月 17日、12月 21日、1927年
1月 2日、すべてグラムシが逮捕・拘束されてすぐのウスティカからである。
これより後に発見された手紙が Nuove lettere di Antonio Gramsci con altre
lettere di Piero Sra®a, a cura di Antonio A. Santutti, Prefazione di Nicola
14) ここで PS は Piero Sra®a で、Tatiana Gramsci、Tania とあるのは Tatiana Schuft の








さらに、Piero Sra®a, Lettere a Tania per Gramsci, Introduzione e cura di




(2) 1927年 9月 22日、ロンドンのピエロ・スラッファからパリのアンジェ
ロ・タスカへの手紙













































































済学論究』第 71 巻第 1 号、6 月。
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